Automatic Codingについて(IV) : FORTRAN Compiler (2) by 穂鷹 良介 & Hotaka Ryosuke
一91一
AutomaticCodingにつ い て(IV)
一一FORTRANCompiler(2)
穂 鷹 良 介
4.1.概 要
?
?
??
?
??
?
?
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
目
PHASEII
次
概 要
宣言文,メ モ リの割付
Subprogramの取 扱 い
シラブル分 解
概 要
初期化部分
ふ りわけ,共 通 ルーチ ソ,END処 理
4.PHASEII
このPHASEで は 補 助 記 憶 装 置 に 入 っ て い るstatementの分 類 結 果 を 使
用 し てstatementを後 に 定 め る よ うな 規 則 に 従 っ て シ ラ ブル に 分 解 し,そ
の 結 果 を 再 び 補 助 記 憶 装 置 に 格 納 す る の が 目 的 で あ る 。
シ ラ ブ ル と こ こで い うも の は 一 つ のs七atementをさ らに 分 解 して 得 た 意
味 の あ る最 小 の 情 報 の 単 位 で あ っ て,例 え ぽ
10X(10)5ABC十B
と い うstatementは10,X,(,10,),一,ABC,+,B,(end)((end)は
statementの終 了 を 示 すend記 号)と い う10個 の シ ラ ブル に 分 解 さ れ る 。
こ の 分 解 され た 営 ラ ブル を 使 うの はPHASEIIIで あ るか ら,PHASEIII
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に持越す必要 のない情報,例 えぽnameの文字 の配列その もの等は この シラ
ブルに盛 り込 まれ ない。
そ の代 り,変 数 のシ ラブルには,割 付け られたaddressの情報,整 数型 ま
たは実数型 の区別 等が盛 られ る。
このため,シ ラブル分解を行な う前 に,配 列,COMMON,EQUIVALENCE
の処理を前以 って行 な っておかね ばな らない。 また,3.で も述べた よ うに
F(1,」)=1十J
等 とい うstatementはFとい う名前 が配列名の中にあれぽ添字の計 算をす
る数式であ り,配 列名の中に なければ,statement関数 と考 え られ るか ら,
この分類を行 な うために も,は じめに 配列について 処理 を行 な う必要が あ
る。
4.2.宣 言文,メ モ リの割 付
く宣言文の取 扱い>
Jls3000で考 えねば な らぬ 宣言文はDIMENsloN文,coMMoN文,
EQUIvALENcE文の三つ である。JIs3000では,こ れ らの宣言文 は,上
の順 序で現われねばな らぬ と してい るが,こ こではそ の制 限を と り去 った場
合を考 えよ う。
PASSの回数 が1回 不足 なため,宣 言文は実行文 の前に現われ,ま た最初
の プ ログラムのcommonb10ckが最大であ るとい う制 限を設 け る。
commonblockを含め て変数 の割付 エ リアは次の よ うに なってい る。
　 　　 　　 ナ
commonエ リア及 び常 駐 プ ロ グ ラ ム
　　　　 へ
変数 エ リア 定数 エ リア
宣言文はすべ て実行文 の前 に現われ る ことに したか ら,一 番 目のプ ログラ
ムの実行文がは じめて現われた所 でcommonエ リアが確定す る。COMMON
宣 言に現われた 変数 または配列,ま たEQUIVALENCE宣 言 に よってそれ
らと結合 された 変数 または配 列をcommonエ リアに割 付け る。それ 以外 の
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変数 または配列は変数 エ リアに割 付け る。定数 は固定 したエ リアを適当 に と
って割 付け る。 この際,定 数エ リアの使い残 し,あ るいは使いす ぎが,他 の
エ リア と独立に生ず るが,こ れは も う1回PASSの 回数 をふや さない と解 決
されない問題 であろ う。
これ らの ことを行 な うた めに,一 口でい うと次 の よ うなcompile方法を と
るo
実際の番地割付 はすべ ての宣言文 が現わ れた時に行 ない,そ れ まで は浮動
の状 態に してお く。 つ ま り,COMMON,EQUIVALENCE等 の変数 の相対
的な結合関係だけをtableに残 してお くよ うにす る。EQUIVALENCE宣言
に 出て来 る変数はお互 いを鎖の よ うにつないで おいて,そ の増減 分(例 えば
EQUIVALENCE(A,B(7))のよ うに宣 言 された時 の7に 当た る値)を 別に
用意す るtableに記憶す る。
EQUIVALENCEはその中に現われ る変数を鎖 の よ うにつ な ぐことにな る
が,一 つ のEQUIVALENCE文に よって出来 る鎖が,他 のEQUIVALENCE
文 に よって出来 る鎖 と交わ るとき,例 えぽ
EQUIVALENCE(A,B,C)
EQUIVALENCE(B,D,E)
の よ うになる ときは,鎖 をBの 所ではず して,そ こにD,Eの 鎖をつ ない
で,新 しく,宣 言文
EQUIVALENCE(A,B,D,E,C)
に よって出来 る よ うな鎖を作 る。
つ ま り
CE
/＼/＼
A-一→BB-一 一→D
の ような鎖をBの 所ではず して
C← 一一E
/＼
A-一 →B-一 →D
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の よ うな鎖 に作 りか え るのであ る。
この手続 きの最 中に,2番 目の鎖 が2個 所 以上で1番 目の鎖 と交わ ってい
る時には文法エ ラーとす る。
以上の手続 きを例で説 明 しよ う。
例COMMONA,C,D
EQUIVALENCE(A,B(7))
DIMENSIONA(10,40),B(100)
COMMON,EQUIVALENCE,DIMENSIONの扱 い 方
name表
address名前1rqcDAd LLMLMN
nlA
n2C
n3D
?
?
???
16
16
16
nlA
n2C
n3D
n4B
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
n4
n1
nlA
n2C
n3D
n4B
?
?
?
?
?
?
16
16
16
16
n4
n1
10400
loo
nlA
n2C
n3D
n4B
?
?
?
?
?
?
161-10-110400
161十400
161十401
16(1十1-7)-1100
step
I
COMMON
を よみ終 った時
II
EQUIVALENCE
を よみ終 った時
III
DIMENSION
を よみ終 った時
IV
COMMON
EQUIVALENCE
DIMENSION
処理
1,r,q,cはい ず れ もname表 の1bitか らな る情 報 で あ る。
注 上 の 表 中空 白 はoで あ る。
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Stepl・COMMONA,C,Dと読 みname表 とCOMMON表 に情報を書
き こむ。 例では 偶 々COMMON宣 言が 先に 来た のでCOMMON表 の並び
とname表 の並び方が 一致 してい るが,常 には こ うい う形にはな らない。
name表のDpartに は まだA,C,Dが 何次元 の変数 あるいは配 列名 とな
るか判 らないので,最 長 の表 の長 さ16を書 き込む。
Stepll・EQUIVALENCE宣言 を読み,AとBと をname表 のadpart
を利用 して鎖でつ な く・。AはCOMMON宣 言 がな された ことがname表 の
t
cbitが1な る こ と よ り判 る か ら,こ れ と結 合 され たBもCOMMONエ リ
ア に 入 る こ と とな る。A,Bに 割
COMMON表 EQUIVALENCE表
table割 付tablelocation
addressaddressladdress加 減 分
?
?
??
?
?
?
?
??
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
L
?
?
?
??
?
?
?
?
l
l十400
1十401
1十1-7
?
?
?
?
?
??
?
?
n,十1
n4十7
?
??
?
?
ー
??
??
?
_1
付け られ るaddressがA(1)と
B(7)とが等 しい とい う意 味で,
EQUIVALENCE表 のlocation
加減分にそれぞれ+1,+7を 書
き込む。
Step川・DIMENSION宣言を
読み と り,そ の配列 の大 きさをそ
れぞれL,LM,LMNpartに書 き
こむ。
StepIV・すべ ての 宣言文が 現
われた 所 で,ま ずCOMMON表
をみて,COMMON表 のfirst-in
の変数 または配 列か らCOMMON
エ リアに メモ リを割付 けてい く。
COMMON表 に 入 って い るnl
よ りname表 の どの 変数かを 知
り,そ れ に番地を割付け る。Aは
EQUIVALENCE宣言がな され て
一96一 商 学 討 究 第19巻 第2号
い るか ら,こ れ と 結合 され てい るBに も同様に 番地を 割付 け る。 この例
では 結果 と してBに 割付 け られ るaddressがCOMMONエ リア の 先頭
addresslよりも小 にな るか ら,エ ラー として検 出 され る。 この よ うに して
COMMONを は じめに片付け てか ら,後 は まだ処理 の終 っていない変数 また
は配列をname表 か らさが しだ して順 に変数 エ リアに割付けれぽ よい。
か くして,宣 言文 に現われた変数 または配 列はすべ て番地の割 付けが完了
す る。
●
なお,上 述 の方法 に よれ ば宣言文の現われ る順序 には制約 を置かな くて も
よい(JIs3000FoRTRANでは制 限事項 があ る)こ とを重ね て注意 してお
こ う。'
〈 メモ リの割付〉
単純変数 と定数の メモ リ割付 につ いてのべ る。subprogram関係 につ いて
もメモ リの割付 を考 えねぽな らぬ が,そ れは4。3.に おいて考 え る。
定数はそれが 整数型か 実数型かを判定 して,次 々に定数tableに登録す
る。重複は避け,数 値は絶対値 だけを登録す る。
変数は 一 回一 回nametableを参 照 して,未 登録 の ときにのみ 登録を行
なっていき,同 時 に,変 数エ リアに割付 けを行 な う。
変数 が関数の引数 として宣 言 された ものであ る ときには,引 数 である こと
をsubprogram表のSppartのlbitを 使 って表示 してお く。
引数 に割 付け られ るworkingstorageは,内部 メモ リのaddressを表現
す るに足 る大 きさの メモ リで,2バ イ トであ る。(4.3.参照)
sta七ementfunctionで用い られた 引数 は,そ のstatementfunctionを
定義 す るstatementの処理を終 った時 に,後 で使 えない よ うに して しま う。
これには名前を変 化 させて もよい し,そ の変 化に対応す るbi七をつけて もよ
か ろ う。statementfunctionの引数 は,型 さえ一致 してい るな らぽ,プ ロ
グラムの どの名前 を使 って もよい とい う規則があ るため,こ の処置が必要 な
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のであ る。
4.3.Subprogramの取 扱 い
PHASEIIに お け るsubprogramの取 扱 い に つ い て 述 べ る。
<Subprogramが定 義 され た 場 合>
PHASEIIで はsubprogramが定i義され た 時 に は,変 数 エ リア に 関 数 値
を 蓄 え るworkingstorageを一 変 数 分reserveする 。 処 理 プ ログ ラ ム を 簡
単 に す る た め,FUNCTIONstatementとSUBROUTINEstatementの取
り扱 い を ま っ た く区 別 しな い こ とに す る。
こ の よ うに 割 付 け たaddressはsubprogram表にsubprogramnameが
す で に 登 録 され て い る場 合 に は そ のentryのad3par七 に 格 納 し,ま だ 登 録
され て い な い 場 合 に はnameと と も に 新 規 に 登 録 す る 。 ま た,引 数 を い っ
た ん 退 避 さ せ る た め のworkings七〇rageも割 付 け を 行 な う。
〈Subprogramが使 用 さ れ た 場 合 〉
こ の 時 は4.4.以 下 に の べ る よ うな シ ラ ブ ル を 作 り出 す の で あ る が,同 時
に 使 わ れ たsubprogramが ま だsubprogramtableに登 録 さ れ て い な い 場
合 に は 登 録 を 行 な う。
〈statementfunctionが定 義 さ れ る場 合>
statementfunctionはPHASEIでは 単 に 数 式 と して 分 類 され て くる だ
け な の で,PHASEIIで は,
FUNC(A)=A**2
の よ うに 等 号 の 来 る前 に 左 カ ッ コ`Cが 来 た と き に,name表 を 調 べ て
FUNCと い う名 前 が 配 列 名 で な い 時 にstatementfunctionであ る と判 断 す
る。
例FUNCTIONABC(A,B,C)
と定 義 した と き
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変 数エ リア ー →
C
B
A
?
引ー 数 用 のworkingstorage
ABC
_コ 値 用 のw・ ・ki・g・t・・ag・
の よ うに メモ リを割付 け る。
4.4.シ ラブル分解
FORTRANstatementで,その処 理がPHASEIIIに 渡 され るものは以
下 にのべ るよ うなシ ラブルに分解 され る。
各 シラブルは次の構造を持 つ。
wki・e・ ・
il
w:text部 分 の 長 さ(1バ イ ト)
k:シ ラ ブル の 種 類(1バ イ ト)
text:具 体 的 な 情 報(wで 指 定 した だ け の ・ミイ ト数)
kの20bit
2【
22
23
24
25
26
27
text部分
keywordの と き1
variableのと きl
constantのと きl
sPecialcharacterのと き1
割 付 け られ な い 定 数 の と き1
FORMATの と きl
subprogramのと き1
整 数 型 の と き1実 数 型 の と きo
k・2{の と き1バ イ トの 分 類 番 号
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k-21の と き
D ad L LM LMN 9パ イ ト
Dの27bit-・Oな ら ぽDに は 変 数 の 次 元 がsetさ れ る 。
Dの27bit・=1な らぽ こ れ は 引 数 の シ ラ ブ ル を 表 わ す 。
ad,L,LM,LMNに はnametableの 対 応 す る 部 分 の 情 報 がsetさ れ る 。
k=・22の と きk;21に 同 じ。
k=・23の と き1バ イ トのspecialcharacterそれ 自 身(e.9・*1/1.1etc・)
k=・24の と き
τ
3ノミイ ト
シモ
MSBのx(1ビ ッ ト)の 内容 が1な らぽ 下2バ イ トに2進 数表現 の定数
がsetさ れ る。
シモ
x=Oな らば 下2.5バ イ ト(5桁)に2進 化10進 数 の 定 数 がsetさ れ る 。
(ステ ー トメ ソ トナ ンバ ー 等 は こ の ケ ー ス に な る。)
k・=25のと きtext部 分 は す べ てFORMATstatementの 中 味 で あ る。
k-26の と き
loc2パ イ1・
loc:SubProgram表 の 位 置
な お こ の シ ラ ブル 分 解 の 際 に はstatementの終 了 を 示 すspecialcharacter
の シ ラ ブル をconventionalに作 り出 す も の とす る 。
ま た,PHASEIIIで こ の よ うに して 出 来 た シ ラ ブ ル を 順 に 読 ん で い っ て
compileを行 な う 訳 で あ る が,errorcheckの方 法 が 悪 い と プ ロ グ ラ ムの
終 りが 来 て も 正 常 に 止 ら な い で 暴 走 す る 危 険 が あ る。 こ れ を な くす る た め
に,一 つ の プ ロ グ ラ ム の 終 りに は プ ロ グ ラ ムの 終 りを 示 す 一 つ のspecial
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o
characterを必 ず つ け て お い て,compileの際 に こ の シ ラ ブル が 出 て 来 た と
き に は エ ラ ー が あ っ た もの と み な す こ と に す る 。
簡 単 な 例 を シ ラ ブ ル に 分 解 し て み る 。
例1.STF(A)=A
l・OlOl14keyword数 式 の 分 類 番 号14
2・024010cstatementfunctionが 来 た こ と を 示 す
3.030200adSTFを 変 数 と み た シ ラ ブ ル
4.0108==の シ ラ ブ ル
5.030200adAの シ ラ ブ ル
6.0101(end)lstatementの 終 了 を 示 す
例2.SUBROUTINEX(A,B)
1.010132SUBROUTINEの 分 類 番 号
2.024010csubProgramが 来 た こ と を 示 す
3.OlO8(end)1statementの 終 り
例3.100FORMAT(IHO,215)
1.OlOl25FORMATの 分 類 番 号
2.0310000100statementnumber100
3.08201HO,215)text部 分
4.0108(end)1statementの 終 り
5.PHASEIII
5.1.概 要
PHASEIIIはPHASEI,IIに よ っ て 分 類 し 変 数 の 割 付 等 の 終 了 した 結
果 を 使 っ て,実 際 のobjectprogramを作 り出 す,い わ ゆ るcodegenera一
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tionの機能 を もつPHASEで あ る。l
PHASEIIIは大 き くわ けて,PHASEの 初期化を行 な う部分,本 体,終
了処 理部分にわかれ る。本体 は大 き くわけ て,各 処理 プ ログ ラムの仲介を と
るふ りわけ,共 通 ル ーチ ン と コン トロJ・一一ルstatement処理,入 出力命令処
理,数 式処理 の各 プログラムがあ る。
5.では終 了部処理(ENDstatementが来た ときの処理)は5.3.の ふ り
わ けル ーチ ンの説 明の所 でのべ ている。
5.2.初 期 化部分 一v'一
この部分は1segMentをな し,補助記憶 装置か ら内部 メモ リに読み こまれ
ると必要 なcounter,indicator類に初期値 が 与 え られ るよ うに してお く。
PHASEIIIで必要 とす る 共通 ル ーチ ン等 も,こ のsegmentに組 み こんで
おいて,同 時に内部 メモ リに読み こまれ る。
PHASEIIの処理 が 行 なわれた結果,ど の組 込み関数 が 使用 されたかが
判明す るか ら,subprogramtableをみ て,こ の段階でlibrary関数 の割 付
を行 な う。 組込み関数 の うちSINとCOSと は普通入 口は若干異 なるが,
本体はほ とん ど 同 じものを 使用 す るか ら,一 方 が使用 された ことは,も う
一一方め関数 もobjectProgramに組込 まれ ることを意味す る。 従 ってCOS
が使われた ときには常にSINも 使 われた よ うな 扱いにす る ことが 必要であ
る。組込み関数をobjectprogram内に組込む のはかな り面倒 な考慮が必要
ゴ
だ がmachinedependentな面 が多 い の で 説 明 を 省 略 す る。
こ こでclearす るindicator類はAIND,ASTSで,初 期 化 す るcounter
類 はgbjectprogramの割 付counter,ステ ー トメ ン トナ ンバ 表 のcounter,
DOtableのcounterであ る 。
次 の ふ りわ け ル ー チ ンに コ ン トロ ー ル を 渡 す 前 に プ ログ ラ ム の 最 初 の シ ラ
ブ ル を た め し よみ し て,そ れ がsubprogramの宣 言 の シ ラ ブ ル な らぽsub一
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programappearedindicatorをONにsetし,その 情 報 を い っ た んsave
し て ふ りわ け に 行 く。
5.3.ふ りわ け,共 通 ル ー チ ン,END処 理
内 部 メ モ リが 小 さ い 場 合 に は,全 部 のstatementの処 理 プ ログ ラ ムを 一
時 に 内 部 メ モ リに い れ て お くこ と は で き な い か ら,必 然 的 に そ れ らの 処 理 プ
ロ グ ラ ム間 の 仲 介 を す る プ ログ ラ ム ふ りわ け ル ー チ ンが 必 要 と な る。 は
じめ に ふ りわ け ル ー チ ン とEND処 理 に つ い て 述 べ る 。
この ル ー チ ンは 最 初 に5.2.のPHASEIIIの 初 期 化 ル ー チ ンか ら コ ン ト
ロ ー ル を 渡 され,PHASEIIの 出 力 結 果 で あ る シ ラ ブル の 分 類 番 号 を 次 々
に よ み,各 処 理 プ ロ グ ラ ムに コ ン ト ロ ール を 渡 す 。
他 に ふ りわ け ル ー チ ソは,メ モ リ割 付counterのsetま た はreset,また
compile時に 使 用 す る各 種tableのoverlaycontrol,statementfunction
の 前 後 処 理,未 定 義subProgramの 芋 ず る 定 義,若 干 のstatementの
compile等を 行 な う。
以 下 こ の ル ーチ ンの 大 体 の 流 れ を 描 写 し て み よ う。 ふ りわ け ル ー チ ンに は
2つ のentrypointがあ る。 そ の 一 つ はstatementの最 初 か らcompileす
る場 合 の 入 口 で あ り,そ れ をENTRYlと 呼 ぶ 。 も う一 つ はstatementの
途 中 か らcomPileする場 合 の 入 口で あ り,こ れ をENTRY2と 呼 ぽ う。
以 下ENTRYlに 入 っ た 時 に は コ ン トロ ール は(1)に行 きENTRY2に
入 っ た 時 に は(2)に行 くも の とす る。
(1)ENTRY1.直 前 に 処 理 したstatementがstatementfunctionな
らぽ(8)に行 く。
直 前 に 処 理 したstatementがDOの 端 末 文 で,し か もDOtableに 処 理
す べ きDO文 の 情 報 が 残 っ て い る と き に は ス テ ー トメ ン トナ ンバ 表 を 内 部
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メ モ リに よみ こ ん でDOのend処 理 プ ログ ラ ム に コ ン トロ ー ル を 渡 す 。
statementの分 類 番 号 を よみ,い っ た ん 記 憶 す る。
ス テ ー トメ ン トナ ン パ が1～5カ ラ ムに あ る場 合 に は,ス テ ー トメ ン トナ
ンバ 表 を 内 部 メ モ リに よみ こみ,ス テ ー トメ ン トナ ンバ 定 義 ル ー チ ン に コ ン
トロ ール を 渡 す 。
(2)ENTRY2.い ま 処 理 し よ う と して い るstatementが数 式 の 場 合 に
は(7)に行 く。
ENDstatementの場 合 に はEND処 理 部(6)に行 く。
(2)'いま 処 理 して い るstatementがプ ロ グ ラ ム の 初 め の も の な らぽ,プ
ログ ラ ム の 初 期 部(4)に行 く。
(3)〈 ふ りわ け 部 〉 分 類 番 号 に 従 っ て 処 理 プ ログ ラ ム に コ ン トロ ー ル を
渡 す 。 そ の 際,READ命 令,WRITE命 令 の よ うに ス テ ー トメ ン トナ ン バ
の 処 理 を 伴 な うs七atementの処 理 プ ロ グ ラ ム に コ ン トロ ー ル を 渡 す 前 に は
あ らか じめ ス テ ー トメ ン トナ ン バ 表 を 内 部 メ モ リに よみ こん だ 状 態 に して お
く。
(4)〈 プ ロ グ ラ ム初 期 化 部>objectProgramの 割 付counterAWIX
をresetし,プ ロ グ ラ ム が 常 駐 か 否 か に 従 っ て,address補正counter
ADIFの 内 容 を 適 当 にsetす る。(objectprogramはcounterAWIXの
示 す 位 置 以 下 に 作 る が,そ の 実 際 の 実 行addresslocationは,この 値 に
ADIFの 内 容 を 加 え た も の で あ る 。)
現 在comPile中の プ ログ ラ ムがsubProgramならば,5.2.の 初 期 化 部 分
で 待 避 したsubprogramの情 報 をrecoverする。subprogram表を 内 部 メ
モ リに よ み こむ 。
このsubprogramが他 のprogramで す で に 未 定 義 の ま ま使 用 さ れ た こ と
が あ る場 合 に は,subprogramの芋 ず る定 義 部(5)へ行 く。 そ の 必 要 が な い
と き に はsubprogram表を 定 義 して ふ りわ け 部(3)へ行 く。
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現 在compile中の プ ログ ラ ムがsubprogramでな け れ ば,mainprogram
が 初 め て 現 わ れ た こ と に な るか ら,こ れ か ら 出 力 す るobjectprogramの
page数を 記 憶 して,ふ りわ け 部(3)に行 く。
(5)〈subprogramの芋 ず る定 義 部>subprogram表 の 中 の 芋 ず る情 報
を い っ た ん 待 避 し,subprogram表を 完 全 に 定 義 す る。 芋 ず る情 報 を 逆 に 順
々に た ぐ っ て い き 今 迄 使 用 され た こ のsubprogramに関 す る 情 報 を 正 し く
書 き こむ 。 ふ りわ け 部(3)へ行 く。
(6)〈END処 理 部 〉 い まcompileし終 っ た プ ロ グ ラ ム が 常 駐sub-
programであ っ た 場 合 に は,常 駐 エ リ ア のcounterAMIXの 内 容 を
(AWIX)+(ADIF)に 等 し くす る。
現 在 途 中 までcompileし た 結 果 の 入 っ て い るobjectを1pageと して,
完 結 さ せ て 出 力 す る。
未 定 義 の ス テ ・ートメ ン トナ ンバ を 印 字 し,指 示 が あ れ ばname表,ス テ
「 トメ ン トナ ンバ 表 を 印 字 す る 。
次 の プ ロ グ ラ ム のcompileのた め に 再 びPHASE工 に 戻 る 。
(7)〈statementfunction検出 部 〉 次 の シ ラ ブル を た め し読 み し(も う
一 度 シ ラ ブ ル を よ ん だ 時 に 同 じ シ ラ ブル を よ ん で くる よ うな よみ 方)そ れ が
subprogramのも の で あ れ ばstatementfunctionが現 わ れ た こ とに な るか
ら,statementが現 わ れ た とい う こ とをindicatorにsetして,subprogram
表 を 定 義 し,ふ りわ け 部(3)に行 く。statemantfunction以外 の 数 式 の 場 合
に は(2)'へ行 く。
(8)<statementfunction終了 部>statementfunctionのmainル ■・…}
チ ン へ の 復 帰 命 令 を 出 力 し,途 中 迄 出 来 上 っ て い るobjectprogramを完 結
(注)subProgramにlinkするにはsubProgramの引数 に割 付け られ たaddress,
subProgramのペ ー ジ数,subprogramの入 口address,引数 の個数,引 数そ の
ものの情報 が必 要 であ る。 この うち,subprogramを未定義 で使 用 した とき どう
して も判 らない情報 は,初 め の3つ であ るか ら,こ のsubprogramの芋 づ る定
義 において は,こ の3つ の 情報(6パ イ ト)をsubprogram表に定 義 した情報
を基 に書 き こむ のであ る。
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したlpageと して 出 力 す る 。
statementfunctionが現 わ れ た こ と を 示 すindicatorをOFFに して
ENTRY2へ 行 く。
以上 はふ りわけ または分類 とい う面か らみたふ りわ けル ーチ ンの大体 の流
れ であ るが,他 の簡単 な処理 もこのルーチ ンに同時 に負担 させ て しま うのが
良い。
RETURN命 令は上 のstatemen七functionの終了部 の処理 とほぼ同様 な
ので,共 通 のル ーチ ンが使 え る。
objectprogramは3つの モ ー ドの い ず れ か の 状 態 で 実 行 さ れ るが,こ の
モ ー ドを 変 化 させ る可 能 性 の あ るstatementのcompileを行 な う時 に は そ
の 各statementの前 に,executiontimeにモ ー ドを 判 定 して,必 要 に 応 じ
て モP・ドを 変 化 させ るobjectprogramをつ け な け れ ぽ な らな い が,こ れ も
ふ りわ け 部 で 行 な う こ とに す る。
以上 の説 明では 明確に述べ なか ったが,以 上のふ りわけ の仕事や,そ れか
らもっと一般にcodegenerationに関 して必要 とされ る共通 ル ーチンがあ る
ので,そ れ らについて少 し述べ よ う。
〔ペ ー ジ 切 換 ル ー チ ン]こ の ル ー チ ン は 一 つ の プ ログ ラ ム が,compileの
最 中 にobjectprogramが1pageよ り大 き くな った と き に 自動 的 にpage
を 切 換 え るた め のSRで あ る◎
codegenerationの際 に は,あ らか じめ 何 バ イ トの 命 令 を 出 力 す る か とい
う と と を こ のSRに 教 え て や る こ と に す る。 こ のSRはobjectprogram
の作 成 エ リア のcounterAWIXの 内 容 と,作 成 エ リア の 上 限 とを 比 較 して,
与 え られ た パ イ ト数 だ け のobjectprogramが,1pageの エ リア に 入 り切
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らな い と き に は,そ の 段 階 迄 に 作 られ たobjec七programを完 結 したlpage
の プ ログ ラ ム と して 出 力 し,object作成 エ リア のcounterAWIXaddress
補 正counterADIFの 内 容 をresetし,pageのcounterを1raiseする。
[シラブルreadSR]PHASEIIで 作 られた シラブルを1個 ずつ取 り出.
すためのSR。 ため しよみ もし くは空 よみの機能 を持 ち,さ らに よみ過 ぎが
生 じた ときにはエ ラー処理を行 な うもの とす る。(4.4.参照)
筆者 はCOBOLcompiler[4]の作成 において,こ れ と同様 のSRを 作成
し,利 用 したが,そ こでは空読み の機 能 の代 りに,く り返 しよみ ともいえ る
機能 を もたせた。つ ま り,一 度読 んだ ものを再 び よむ ことがで きるよ うに し
たが,こ れ よ りも空読 みの機能 の方が,種 々の点でcompileには都合 が よ
いよ うに思 われ るo
[code出力SR⊃ 与 え られ た 情 報 に 基 づ い て,codeま た は 情 報 をobject
program作成 エ リア に 植 え つ け て い くSR。
[objectprogramaccessSRコsubProgramの芋 ず る 処 理 の 際 に 生 じた よ
うに,時 に は す で に1pageと して 出 力 したobjectprogramの中 味 を 芋 ず
る処 理 を す る た め に 変 更 しな くて は な らな い 場 合 が あ るが,い っ た ん1page
と し て ま とめ て 出 力 したobjectprogramを再 び 内 部 メ モ リに よみ こ ん だ
り,ま た は そ の 逆 を 行 な うた め のSR。
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